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1．浅海定線調査

中嶋昌紀・山本圭吾・辻野耕責

この調査は、全国的に行われている漁海況予報事業

（国庫補助事業）の中の浅海定線調査として、内湾の

富栄養化現象と漁場環境の把握を目的に1972年度（昭

和47年度）から継続して実施しているものである。

34．40．N34．40．N

一
一

調査実施状況

1．調査地点

大阪湾全域20点（図1，表1参照）

2．調査項目

一般項目………水温、塩分、透明度、水色、気象

特殊項目………溶存酸素、PH，COD，NJL-N、

NOo-N，NOs-N，P04-P，

Total-P、植物プラソクトソ出

珊憂占種とその細胞数、クロロフィ

ルーaおよびフェオフィチソ。

*NH4-N，NO,-N，NO3-N，po.-pは

漁過水を測定。

3．調査回数および実施日

一般項目………毎月1回

特殊項目………年4回（2，5，8，11月）

実施日･…･…･表2参照

4．測定層

水温、塩分………0，5，10，20，30m、底層

特殊項目･･･……表層、底層（一部表層のみ）

5．調査船

船名･……･･はやて（39.97トソ、300馬力）

船長………榊昭彦

機関長………辻利幸

乗組員．．……･大道英次、谷中寛和

洲本
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図1浅海定線調査定点図

表1浅海定線調査定点位置

経度緯度 水深St・伽
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1350706

1350208

1345757

1350107

1350410

1350730

1351054

1351400

1351100

1351703

1351700

1352250

1351955

1351755

1351411

1352305

1352000

1352000

1351113

342038

342038

342038

342038

342718

343500

343224

342945

342714

342415

342453

343010

343205

343305

343548

343800

343600

344000

342800

343524

ｍ２
１
６
８
２
６
０
９
０
９
３
８
３
８
８
８
３
３
３
１

１
４
４
５
５
５
６
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２

１
２
３
４
５
６
７
８
９
皿
ｕ
姻
過
Ｍ
巧
略
Ⅳ
咽
岨
別

調査結 果

一般項目測定結果を付表－1に、特殊項目測定結果

を付表－2に、プラソクトソ検鏡結果を付表－3に示

す。表底層別に観測点全点で平均した水温、塩分、透

明度の経年変化をそれぞれ図2，図3，図4に、また

表2浅海定線調査実施日（1996年）

託荒惹蒜煮豆蓑蒜器競
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図2水温の経年変化(実線…表層､点線…底層｡底層の値は下方へ5℃ずらしている。）
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祁徹W獅耐研̂Âf̂ri/ft̂
雪矛さT涌云･ふじ公ニノ､ここ，z珂匠､戸，

州”[1州ra:M:o::i:oY(iyv/.ru.v
一－．－－－．－．－－ －－－．－－－．－．－－．．－－．－．－－－．．－－．．－‐一一． ．.－．－－．－－－．－．－．一一．一一・‘一一・‘一・一・一・一・一一・一’一・・一・一・一一一‐一・一・一・ローーーー・ー‐－．．一一一・一

72737475767778798081828384858687888990919293949596

図3塩分の経年変化(実線…表層、点線…底層）
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図4透明度の経年変化

同様の水温、塩分、透明度の1996年（平成8年）の経月変化を図5，図6，図7に、同年の気温、降水量の

変化を図8，図9に示す。また、表底層別に観測点全点で平均したDIN，P04-P，COD，DOの経年変化

をそれぞれ図10、図11,図12,図13に、DIN，P04-P，COD，DOの月別変化をそれぞれ図14,図15,図

16,図17に示す。さらに2，5，8，11月における各項目の水平分布を図18-(1)～(4)に示す。これらの図か

ら1996年の特徴を主に平年（1972～1991年。特殊項目は1973～1991年）との比較で述べる。

1．水温

1995年12月のやや低めに続いて、1996年1～3月は低め～やや低めとなった。4月には底層で平年並み

に戻ったものの、4月上中旬に真冬並の寒気が入り、4月の気温が低温の極値を更新した（大阪管区気象

台）ため、5月の水温は甚だ低めになった。6，7月はやや低め～平年並みに戻った。8月には表層でか

なり高めになったが、10月には表層底層とも平年並みになった。11月には再びやや高めになったが、12月

には平年並みに戻った。
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b)

水温の経月変化
点線は平年値（1972～1991）を示し、縦線は各

月の平年値から±ぴ（標準偏差）の範囲を示す。

(a)…表層、(b)…底層

123456789101112

図5 透明度の経月変化
点線は平年値（1972～1991）を示し、縦線は各

月の平年値から±び（標準偏差）の範囲を示す。

図7
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a
図8旬平均気温の平年偏差の変化

（大阪管区気象台）
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0

123456789101112
図6 塩分の経月変化

点線は平年値（1972～1991）を示し、縦線は各

月の平年値から±ぴ（標準偏差）の範囲を示す。

(a)…表層、(b)…底層
図9旬降水量の変化

（大阪管区気象台。線グラフは平年値）
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図10DINの経年変化（実線…表層、点線…底層）
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図11P04-Pの経年変化(実線…表層、点線…底層
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2．塩分

1995年9月以降の高塩分に引き続き、1996年1～6月はやや高め～甚だ高めだった。6月中下旬のまと

まった降水により、7月は表層でかなり低めになった。その後はやや高め～平年並みで経過した。

3．透明度

1，4，9月はやや低め、2月は低め、12月はかなり低め、3月は高め、7月はかなり高めだった。

4．DIN

5月は表層でやや低め、底層でかなり低め、8月は表層で平年並み、底層でやや低め、2，11月は表層

底層とも平年並みだった。

5．PO.-P

2月は表層底層ともやや低め、5月は表層でやや低め、底層で甚だ低め、8月は表層で平年並み、底層

でやや低め、11月は表層底層とも平年並みだった。

6．COD
｡

2月はやや低め、5，11月はかなり低め、8月はかなり高めだった。

7．溶存酸素

2月は表層底層とも平年並み、5月は表層でやや低め、底層でかなり高め、8月は表層で平年並み、底

層でやや高め、11月は表層でやや低め、底層で平年並みだった。

－18－



21．気象・海象の定置観測

中嶋昌紀

この調査は毎日定時に定置観測点の気象・海象を観測することによって、海況の変動状況を把握し、漁海

況の予測に役立てようとするものである。

観 測点

大阪府泉南郡岬町多奈川谷川2926-1

大阪府立水産試験場

観測項目

気象：気温、湿度、気圧、日射量、雨量、風向・風速（10分間平均）

海象：水温、塩分（水試地先から連続的に汲み上げた海水を測定。取水口は水深5mの地点の海底上1.8

mにある｡）

観測資料の整理方法

1．気象のデータは記録紙上に連続記録される。読みとり方法としてはデジタイザを用いることによって記

録を数値化した。各項目のサソプリソグ頻度は以下のとおり。

気温、湿度、気圧：03，09，15，21時の4回

雨量、日射量：1日積算値

風向・風速：毎正時（24回）

2．海象のデータは毎正時の値がデータロガ・コソピュータに記録される。月初めに前月分のデータをlか

月分のファイルにして保存した。

作成したデータの平均、作表等はパーソナルコソピュータを用いて行った。原データに欠測が含まれる

場合は、以下の基準に従って平均値等を欠測とした。

日平均値：欠測が総データ数の1/4を超えるとき

旬平均値：日平均値が2日以上欠測のとき

月平均値：旬平均値が1つでも欠測のとき

年平均値：月平均値が1つでも欠測のとき

積算値：原データに1つでも欠測があるときは，日、旬、月、年積算値は欠測

観測結果

観測結果を付表－4に、結果を整理した月別気象表を表1に示す。

なお、気象・海象の観測装置、セソサー等はそれぞれ年2回の定期点検を行い、保守・較正している霊

－19－



表1月別気象表

1996年

言 。
－

年

気
温
℃
降
水
量
皿
伽
一

15.9

－

30．5

8/4

1.（

2/2

2/17

1139.0

59．0

汐：

3.8

皿
分
間
平
均
風
速

16．3

W

(ms)

1/1

4037.2

-

－

全天日射 量

(MJ/㎡）

＊1月平均気温は日平均気温（3時、9時、15時、21時の平均値）の月平均値

＊2最大風速は毎正時の10分間平均風速（1日24個）のうちの最大のもの
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3．|大阪湾漁場水質監視調査

中嶋昌紀・山本圭吾・辻野耕責

この調査は、大阪湾奥ならびに東部海域を定期的に観測することによって、流入河川水の動態、赤潮の発

生状況、底層における貧酸素水塊の消長、巨大海中懸濁物の出現状況などを把握することを目的として継続

的に実施している。

135‘20.是

西宮

Ｆ
』

Ｒ
）

句
〕

調査実施状況

1.調査地点

大阪湾奥部および東部海域14点（図1，表1参照〉

2．調査項目および測定層

水温、塩分、透明度、水色、溶存酸素、優占植物

プラソクトソ、巨大海中懸濁物（通称“ヌタ”；長

さ3～10cm程度の糸状の浮遊物で、大量に発生する

と漁網の目詰まりを起こし、曳網に支障をきたすと

されている｡)の出現状況。水温、塩分の測定層は表

層と底層（海底上1m)、優占植物プラソクトソは

表層のみ、溶存酸素は底層のみである。

3．調査実施日

毎月中～下旬に1回予定し、計12回実施した。実

施日については表2に示した。

34‐40．N
明石

洲木；
L

34．20．1や

ゴー

01020k

図1水質監視調査定点図

表1水質監視調査定点位置

4．調査船

本事業報告書の「1．浅海定線調査」に
｜｜水深緯度 経度St.Na

同じ。

3420'38

342714

342415
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343010
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吃
進
一
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調査結 果

観測結果の詳細は付表－5に示した。調査

ち優占植物プラソクトソについては赤潮発生

として詳細に述べられているので、ここでは

調査時の結果も含めて底層水の溶存酸素につ

た巨大海中懸濁物（以下ヌタと称す）の発現

いて述べる。

図2に底層水の酸素飽和度の水平分布を示

度40％以下の水を貧酸素水塊、さらに10％以

素水塊とする。1996年に初めて貧酸素水塊が

調査項目のう

状況調査

浅海定線

本
一
つシ

」

いて、

状況し

Ａ
２

す。飽和

下を無酸

素水塊とする。1996年に初めて貧酸素水塊が出現した

のは6月17日で、例年よりやや遅い時期だった。発生

海域としては湾奥の兵庫県寄りの沿岸域において始まっ

たが、その後の分布域は大阪府側の沿岸域に移り、あ

るいはその両者に分布するなど安定しなかった。最後

表2水質監視調査実施日（1996年子

月123456789101112

日221919222017221917212020

－21－



1垂・EI35･和。

4

】35.E1謁・釦

135 ． E 1 毒 . 2 ， ， ‐

図2底層水の酸素飽和度（％）水平分布の変化

（薄いハッチは40％以下、濃いハッチは10％以下を示す）
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に見られたのは9月17日で、この間の発生海域は東部海域全体に広がることはなかった。無酸素水塊は8

月5，6日の1回しか見られなかった。図3に観測海域で空間的に平均した1996年の底層水酸素飽和度の時

間変化と平年値との比較を示す。これを見ると平均酸素飽和度は、5月中は高かったものの6月になると平

年並みまで下がり、その後は8月5，6日と9月17日を除いて平年より高く推移し、平年を下回ることはな

かった。以上のことから、1996年の貧酸素化は例年と比較してやや遅く進行し、早めに解消した。また強度

は例年より弱かったと考えられた。

次に表3に船上からの目視観察による1996年1月から12月のヌタの発生状況を示す。表3によると、1996

年の発現件数としては24回の観測中10回観察された。ヌタの発現は主として冬季～春季、秋季～冬季に多い

ことが過去の調査から分かっているが、本年は3～7月に多く見られたのが特徴的である。
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表3目視観察による1996年の大阪湾におけるヌタの発現状況

の
現
数

タ
占
い

ヌ
発
定

観測時の

赤潮発生

有無

ヌタの発現があり

かつ赤潮の発生が

あった定点

透明度

m)
月 日 発現定 占

J、、、

1月11,12日 St、1,9-12,14-16,18

22日

2月7，8日

19日

3月4，6日

19日

4月1，3日

22日

St.1-5,7-10,12 St、12

St.20

St、16

5月7，8日

St、9,1520日

6月3，4日

17日

7月1，2日

22日

8月5，6日

19日

9月2，3日

17日

10月2，3日

21日

11月7，8日

20日

12月3，4日

St、4－7,9,10,12

St.12,19

St、12,14,15

St.2¥9-19,A,1

St.10,9,12,11,A,120日

1）ヌタの発現定点数：分母は観察した総定点数、分子は目視観察によりヌタの発現がみられた定点数。

2）透明度：湾奥及び東部海域の平均値
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4．赤潮発生状況調査

山本圭吾

この調査は、大阪湾での赤潮の発生状況を早期に把握し、漁業被害を未然に防止することを目的とし~乙

平成7年度から「貝毒成分・有害プラソクトソ等モニタリソグ事業」の一環として実施している。

調査の方法

赤潮の発生状況の把握は主に水産試験場調査船での目視および採水調査により行った。

調査回数は赤潮の多発期である5～9月には概ね週1回、それ以外の月には月2回程度実施した。また、

赤潮の判定については水色、透明度、細胞数等から総合的に判断した。

調査結果の概要

平成8年の大阪湾における赤潮発生状況（大阪府立水産試験場確認分のみ）を表1，表2，および図1に

示した。平成8年は、昨年より5件多い年間計17回の赤潮の発生が確認されたが、漁業被害を伴うものはな

かった。継続日数では5日以内の短期間のものが約半分を占め、31日以上継続した赤潮はみられなかった。

赤潮構成種で見ると昨年より1種少ない計13種が確認され、珪藻類が全件数の半分、発生期間の大部分を

占めた。最も発生件数の多いのは珪藻のS舵〃0"e加aCDSm加加で、複合赤潮を含め計6件が確認されたが、

その他の種では赤潮の形成は1回ないし2回のみ（最優占種として出現）であった。

発生面積、継続日数の面から本年の代表的な赤潮と考えられるのは昨年同様、S.cosm加加で、複合赤潮と

して出現したものも含めると計6回（赤潮No.1,2,4,7,11,で第1優占種、14で複合赤潮の構成種）赤潮を形

成していた。

また、平成7年に大規模な発生がみられた渦鞭毛藻のGy班"α/加加加"師加otoiは平成8年も赤潮を形成し、

規模は前年に比べると小さかったものの半月間にわたって赤潮状態を継続していた。一方、過去に多く見ら

れたラフィド藻のHetei℃sigmaα〃ashiiwの赤潮は1件のみで局所的に、期間としても短期間の発生にとどまっ

た。
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表1平成8年の赤潮発生状況

番号発生時期灘矛 発生海域 赤 潮 構 成 種

12．7 大阪湾・大阪湾北東海域卵g〃0"g"zacOs伽"〃

23．4～4.1大阪湾 ･大阪市～泉大津市に雛e〃"09"2αCOS〃""、

かけての沿岸から沖

合域

･大阪湾奥～東部海域

･六甲アイランドと阪

南市を結ぶ線以東

33．4 大阪湾・和田岬沖 伽f""casci〃"ﾉα"s

45．7～5.27大阪湾 ･神戸市～泉大津市に

かけての沿岸域

･西宮市沖～泉佐野市

沖（泉大津市～泉佐

野市の沿岸を除く）

･和田岬と泉大津市を

結ぶ線以東（泉大津

市沿岸を除く）

肋e似の22"2acOsja加加

クリプト藻類似種を主とす石

微細鞭毛藻
Prorocentrum加加""4加

55.20～6.3大阪湾 ･泉大津市～泉佐野市

にかけての沿岸域

･泉大津市沿岸～泉佐

野市沖合域

･六甲アイランドと泉

佐野市を結ぶ線以東

Prorocentrum沈加"､"鰍

雛gﾉetonemacosね如加

65．2（ 大阪湾・湾奥部沖合 伽ガノ"cascirtti"α"4

76.10～7.1大阪湾 ･神戸市～西宮市にか雛g〃の02"@αCOS〃""

けての沿岸から沖合

域

･六甲アイランドと岸

和田市を結ぶ線以東

･和田岬と泉佐野市を

結ぶ線以東

･神戸市沿岸～沖合域

86．17 大阪湾・岸和田市～阪南市にHeterosigmαα〃αshiwc

かけての沿岸域

96.24～7.1大阪湾 ･神戸市沿岸および岸丹wwe畑池加””池

和田市沿岸

･泉大津市沿岸域

106.2‘

117．2：

大阪湾 ･泉佐野市～岬町にか

けての沿岸から沖合

域

Nitzsc〃α”"邸"s
雛gﾉaa0g"､αc“勉伽"＠

Prarocent〃"itriestimm

大阪湾・神戸市～西宮市にか雛e似αだ"@αCOS伽""、

けての沿岸域助aetocerosspt*.
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漁業被害

な［

な［

備 考

最高細胞数

4.16×10'cells/ml

最大確認面積

672kiif

最高細胞数

2.77×lO'cells/m]

最大確認面積
644knf

なし最高細胞数、最大確認面積は

不明

な’

な’

最高細胞数(S.cos加況"2>

6.80×10'cells/ml

最大確認面積

385kiif

最高細胞数(P.mimrm""）

7.78×10'cells/ml

最大確認面積
390kiif

なし最高細胞数、最大確認面積は
不明

な｛

なし

なし

なし

なし

最高細胞数

6.75×10'cells/ml

最大確認面積

SlOkrf

最高細胞数

2.95×10*cells/m]

最大確認面積
卯k㎡

最高細胞数

2.42×lO3cells/ml

最大確認面積
126kiif

最高細胞数(N・pungens)

5.22×10*cells/ml

最大確認面積

132kiif

最高細胞数(S.cos〃"畑

2.75×10'cells/ml

最大確認面積
ISlknf



番号発生時期灘宅

127.29～8.5大阪湾

137.29～8.5大阪湾

148.19～9.17大阪湾

158.19～9.9大阪湾

発生海域

･神戸市～堺市にかけ

ての沿岸域

･西宮市～堺市にかけ

ての沿岸から沖合域

･泉大津市沿岸域

･泉大津市沿岸～沖合

域

･和田岬と岸和田市を

結ぶ線以東

･明石海峡東部および

洲本市と岬町を結ぶ

線以南の海域を除く

大阪湾全域

･和田岬と泉佐野市を

結ぶ線以東

赤潮構成種

7肋/αssiosirasm.

C肋etocetりsspp.

A姥sodini"畑狗吻呪加

ハプト藻類似種

7肋ﾉassiosiraspp.

S虎eletommacostat""1

7肋lassiosirasDV.

C肋etocerossDV'

（複合赤潮）

･神戸市沿岸および堺Gynrnod”"畑”た加otoi

市沿岸

･神戸市沿岸～沖合域

･岸和田市沿岸域

･岬町沿岸域

･明石市と貝塚市を結

ぶ線以東（湾最深部

を除く）

･泉大津市～泉佐野市

にかけての沿岸域

･神戸市～西宮市にか

けての沿岸から沖合

域

169．24 大阪湾・堺市沿岸 Leptocylin的況smi"伽"s

1710．21 大阪湾 ･和田岬と泉佐野市を

結ぶ線以東（泉大津

市～泉佐野市の沿岸

を除く）

7肋lassiosirasnv).

卵g〃の29"2αCOSね加刀1

漁業被害

なし

なし

なし

なし

なし

なし

備 考

最高細胞数(7肋mss/osfrasppO

3.21×10'cells/ml

最大確認面積
2A2M

最高細胞数(ハプト藻類似種）

4.33×10'cells/ml

最大確認面積
89kiif

最高細胞数(5.cos〃""）

5.94×10'cells/ml

最大確認面積
1288krf

最高細胞数

1.41×10'cells/ml

最大確認面積

eeoknf

最高細胞数

1.82×10'cells/ml

最大確認面積
63kiif

最高細胞数(5.cosja"柳）

6.70×10'cells/ml

最大確認面積
460kiif

※「発生海域」は発生期間中に確認されたすべての海域を表すもので、図2の「最大確認海域」とは異なる場合がある。
※大阪府立水産試験場確認分

－27－



表2平成8年発生赤潮の総括

年間の発生件数を次により集計する。

1．発生継続日数別赤潮発生件数

計発生期間5日以内 31日以上11～30日6～10日

発 生件数 176 08
、
一
一
Ｊ

うち漁業被害を伴った件数 00 00 0

2．月別赤潮発生確認件数

1月2月3月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 1 0 月 1 1 月 1 2 月計月

件 数 01 203432110017実

内漁業被害件数0000000000000

延べ件数0 12135543100－

内漁業被害件数000000000000－

実件数とは、ある月に新たに発生した赤潮の件数を、延べ件数とは、ある月に出現した赤潮の件数を示す。

3．赤潮構成種別発生件数

赤潮構成種名

Prorocen抗"”””"02"”

丹切り［"0航"〃micans

Gym城""nmiん加otoi

Hなjerosigmαα虎幼two

ハプト藻類似種

発生件数

1

1

1

1

1

19

赤潮構成種名

S舵ﾉαommacostat況加

7肋ﾉassiosiraspp.

Ⅳ腕"ﾉ"cascifit"ﾉ”@s

C加鉱ocerosspp.

Leptocy〃鋤usntimmus

mtz誕力ね伽"燦"s

閲
－
１
ｌ
２
ｌ
３
－
４
ｌ
５
ｌ
６

※赤潮構成種別発生件数が継続日数別又は月別発生確認件数より多くなるのは2種類以上の優占種よりなる混合赤潮の
発生に起因する。

4．月別、赤潮構成種別発生確認件数

1月2月3月4月5月6月7月8月9月10月11月12月 計種 名

Sﾙgﾉetonemacos加加加 Q
J1 1111211

7肋〃sswszraspp. 12 4

Ⅳ“〃"cascinti"α’@s
（
亜
｜
ロ
ー
ュ
ー

｜
勺
二
■
■
■
■
一

助aetocerossm.

〃〆歴)〃吻況s沈加"@"s

Mｵz託〃α血"暇"s

2丹”“”〃畑加〃iimmum 11

Prorocentrummicans
●

○
色11

G伽"城""加”〃"lotoi
句
一
色11

Heterosigmα蛾α功IWO

ハプト藻類似種
旬
一
色11

計 0121355‘6310027
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図1赤潮発生海域図（最大発生確認海域）続き
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図1赤潮発生海域図（最大発生確認海域）続き
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予察調査5．赤潮

山本圭吾・中嶋昌紀

本調査は、大阪湾における赤潮多発期の環境

因子と植物プラソクトソの出現状況を調査して

両者の関連性を検討することにより、赤潮予察

手法の確立を図り、漁業被害の未然防止と軽減

対策の一助とするものである。

135．［

34．40.卜34．40.卜
明そ明そ

岩屋岩屋

調 査 方 法

1．調査定点：大阪湾（図1，表1のとおり）

2．調査期間と実施月日：1996年4月～11月の

計8回（表2のとおり）

3．調査項目と観測層：表3のとおり 獄r鴬”
‐010

［＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝工＝＝＝＝＝＝

洲本

34．20

洲本

34．20

j．くつj．くつ

調査結果

1．気象

1996年4月～11月の海況に影響を及ぼす気

象の概要は大阪管区気象台資料によると以下

のとおりであった。各項目について、図2

（気温）、図3（降水量）、図4（全天日射

量）に示した。

1）気温：4月以降の気温は、4月～5月上

旬まではかなり低め～平年並みと低め傾向

で推移したが、5月中旬に平年並に回復し、

以降6月まで平年並～やや高めであった。

図1調査定点匡

表1調査定点

定点緯度経度 備考

ｒ
″
″
グ
ｒ
″
グ
″
″
″
″
″
″

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

８
５
４
０
５
８
４
０
０
０
．
５
０
３

３
１
１
１
０
４
２
０
０
０
０
０
５

別
別
〃
帥
羽
弱
弱
銘
仙
銘
銘
朋
別

０
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
。
。
《

剛
剛
剛
剛
剛
剛
剛
剛
剛
脳
剛
刑
剛

E1351020'

E13511'00'
E1351400'

E1351700'

E13519'55'

E1351755」

E1351113'

E13514'll1

E1352000'

E1352305」

E1352250'

E1352000'

E13517'03'

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

１
ｍ
９
岨
皿
巧
加
略
岨
Ⅳ
週
四
、

１
２
３
４
５
６
７
８
９
加
皿
旭
旧

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

表2調査月日 ＊浅海定線調査定点

表3調査項目と観測層調査

月日

調査

定点 蕊水質底質苑
調査項目 観測層(ml

4． 11 ～13○こ ○

天候、雲量＄風向、風
力 一

5．71～13OC ○ 気象

6． 3 1 ～ 13O.C ○

水温*、塩分*、透明度
水深、，水色

海象7 ．1 1～13OC *0.5m間隔
＃

0,(5,10),B-lm
(0,5,10,B-lm)
(0,B-1m)

○

8．51～13OC ○ DIN，DIP

（クロロフィルーa]
DO)

水質9621～13…~○○ ○

10．11～13or ○
プラン

クトン
(採水プランクトン） (0,5,10,B-lm:

11．71～13OC ○

注)（）内は詳細な調査を行った3点のみ

－－32－
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色
。
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）
哩
賑

7月に入ると、上旬にやや低めであったものの8

月中旬まではやや高め～かなり高めであった。そ

の後、8月下旬になるとかなり低めと急激に降温

し、以降10月中旬まで低め傾向で推移した。

2）降水量：調査期間中、月別では6月が最多、4

月が最少であった。これを旬別に見ると、降水量

が最多であったのは6月下旬のISSmmであったが、

前年のようなまとまった雨は見られなかった。以

下、降水量の多かったのは8月下旬、6月中旬で、

いずれも旬総計でlOOmmを超えていた。逆に少な

いのは4月下旬、5月中旬、7月下旬、8月上旬

であり、特に4月下旬、8月上旬には降雨が認め

られなかった。調査期間（4月～11月）について

平年とくらべると、4月～5月にかけてかなり少

なかった他は平年並から多め傾向で推移していた。

3）全天日射量：旬別平均で見ると、日射量の最も

多かったのは7月下旬の22.1MJ/㎡で前年の最高

値の17.1MJ/㎡(8月上旬）を大きく上回ってい

た。次いで4月下旬の20.9MJ/㎡、8月上旬の

20.6MJ/㎡、7月中旬の20.3MJ/㎡であった。逆

に少なかったのは11月上旬の8.OMJ/㎡であった。

2．海象

1）透明度：図5に調査期間中における透明度の推

移を示したo4月以降、透明度の平均値（大阪湾

20点平均）が最も高かったのは11月で5.6m，次

いで7月の5.3mであった。また、最も低かった

のは9月の2.7mであった。これを平年の傾向と

比較すると平年値では最も低くなる7月に比較的

高く、逆に平年値が上昇する9月に低くなってお

，り、概ね平年とは逆の変動を示していた。

2）水温、塩分：図6に水温、図7に塩分の推移を

示した。表層水温は、5月まではやや低めから甚

だ低め、6月以降は平年並みからかなり高めで推

移し、特に8月上旬には平年より2.4℃も高かっ

た。一方、底層では表層より少し遅れ、6月まで

は低め傾向、7月以降は平年並みからやや高めで

推移し、9月上旬に最高値に達した。塩分につい

‘ては、底層では高め傾向であるものの比較的変動

が少なく安定していたが、表層では変動が激しく

6月までは底層と同様高め傾向にあったのが、7

J6I－9【

4 567891011月

図2旬別気温の推移大阪管区気象台資料
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図3旬別降水量の推移大阪管区気象台資料
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図5透明度の月別変化浅海定線資料(20点平均）
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図6水温の推移浅海定線資料(別点平均）
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月には平均（大阪湾20点平均）で26.24とかなり

低い値を記録した。これは6月中旬から下旬にか

けての降雨の影響によるものと考えられる。その

後、8月には再び平年並みとなり、11月には底層

並にまで上昇した。

3．水質

1)DIN:図8に13点分のDIN濃度の表、底層別平

均値を示した。表層で平均値が最も高かったのは

11月で29.09ug-at/tを記録した。また、7月に

もこれに次ぐ28.25A/g-at/′となったが、これは

数日前に降った降雨の影響と考えられる。逆に平

均値が最も低かったのは9月で3.79ug-zt/eで

あった。一方、底層では表層に比べると変化は小

さかったが7月には表層同様DIN濃度の平均値は

上昇していた。図9に詳細な調査を行った3点に

おける層別の値を示した。紀伊水道に近いSt、1

ではDIN濃度は低いレベルではあるが表層から底

層までほぼ同様の変化を示し、夏期においても混

合が盛んであることが示唆された。逆に湾奥のSt.

9では表層に近いほど変化が大きく特に降水の多

かった7月において表層と中底層の差が顕著であっ

た。一方、湾中部のSt.4では7月の変化は小さ

く、続く8月に、表層において特異的にDIN濃度

の上昇が見られた

2)DIP:図10に13点分のDIP濃度の表、底層別平

均値を示した。表層で平均値が最も高かったのは

11月で1.23ug-at/eを記録した。また、DINと

同様7月には値の上昇が見られた。逆に最も低かっ

たのは5月で0.08g-at/′であった。一方、底

層では8月まで増加を続け、8月に最高値1.42

〃g-at/′となった後減少した。図11に詳細な調

査を行った3点分の層別の変化を示した。紀伊水

道に近いSt､1ではDINと同様7月にわずかに濃

度の上昇が見られたが9月までは概ね低レベルで

推移した。また、湾中部のSt.4でも変化は小さ

かったが、St.1と異なり8月にわずかに濃度の

上昇が見られた。一方、湾奥のSt.9では他の点

と比較して変化が大きく、特に8月の10m層で特

異的に高濃度となっていた。

3）クロロフィルa：図12に詳細な調査を行った3

ざ鷺"::箪:::､5でご琴毒鴛鴛麓雪戸冨琴函･-…""琴＝:雲海琴雲当:窪＝･………．
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◆底層平年('72-'91)
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図7塩分の推移浅海定線資料(20点平均）
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図11層別DIPの推移

点分のクロロフィルa濃度の変化を示した。層別に見ると、各定点ともクロロフィルa濃度は表層でもっ

とも高く、深くなるにつれて減少していく傾向が見られた。定点別には紀伊水道に近いSt.1では変化

は小さく濃度もMW*以下の低レベルであったが、9月には表層で21.55ml′を記録した。St.4で

は4月に表層で11.05ua/lであった後、6月に12.06g/′とI0ug/lを越えた以外は低レベルで推移

していたが、St､1と同様に9月に表層で54.91ad′、5m層でも30.18iig/1と非常に高濃度となった。

一方、St.9では4月以降、9月まで高濃度が続き、8月には表層で期間中最高値の177.52uajlを記

録した。
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4)DO:図13に3点におけるDO(表層、底層）

の飽和度の変化を示した。各定点とも表層では調250
査期間のほとんどで100%を超え、特に湾奥のSt、200

9では8月に240.2％と高い飽和度であった。一余150
方､底層でも夏期の底層としては概ね高めでSt-1100
1，4では約60％～90％、湾奥のSt.9でも約40 50

～70％で推移した。これらのことから、平成8年0

の貧酸素水塊の形成は比較的弱かったと考えられ

た。
250

4．植物プラソクトソの出現状況
200

本調査時に出現した珪藻、鞭毛藻の主な種類（モ余150
ニタリソグ情報活用事業により調査期間中に赤潮構言100
成種となったものとした。ただしハプト藻の一種、50

クリプト藻の一種については細胞が他のものに比べ C

極小であることから除外した）についての出現状況

を図14に示した。
250

調査開始当初には珪藻類のshe〃0"e加acos加加〃200

（以下、S.cosjα""）が優占し、5月までは主に湾奥余150
部で本種による赤潮が形成されていた。6月になる言,00
とS.cos加加加は減少し、代わって渦鞭毛藻類の50

〃0γりce畑畑加”"伽""1以下、P.”"伽"籾）が主0

St、1 －表層"◇・底層

4.15．76．37.18.59.210.111．6

St､4 －表層..◆.底層

●･…….……一・｡。･･･.･･･････●……｡．……●……･…･…◇･･････､｡..….◇....｡････････‐

4.15.76.37.18.59．210.111.6

St.9

－表層..◆-底層

｡...。｡...｡.････●･･･････....｡..｡▲..……….…● ●..･･･････････。.●……….…~

4．15．76．37．18．59．210.111.6
に湾奥のSt.9で増殖し（表層で最高3,200cells/ml)

赤潮を形成した。7月には再び同じ湾奥のSt.9で
図13DO(%)の推移

S.cosｵα加伽の発生が見られ、細胞数も赤潮を形成し

た5月と同レベルまで増殖したものの赤潮の形成に

は至らなかった。これは6月下旬の降水による河川水の出水の影響によるものと考えられる。その後、8

月にはやはり湾奥のSt.9で珪藻類のT物α"ssiosiraspp・が第1優占種、繊毛虫類のA4esα伽畑沈〃brum(以

下M.〃め"""）が第2優占種として赤潮を形成していた。9月になると再びS.cosm加沈が増殖し、3点す

べてにおいて赤潮を形成していたが、細胞数は湾中部から南部にかけて多く(St､4の表層で最高20,950

cells/ml)、湾奥のSt､9で最も少なかった。その後、10月になると珪藻類、鞭毛藻類いずれも減少し、

11月まで赤潮の形成は見られなかった。

次に、単独で赤潮を形成した3種(S.cos〃"鵬7乃arassiosiraspp.、P・加”"､況獅）について鉛直分布の

変化を図15に示したoS.cos伽"加は調査期間の全般にわたって出現しており、鉛直的には表層と5m層で

出現のほとんどを占めたが、調査当初の4月には10m層、底層にも多く見られた。T乃α"ssiosiraspp・は調

査期間の後半に主に見られ、Sxos如加"と同様、表層でほとんどの細胞が確認された。P.m加加"柳も表層

の出現がほとんどであった。
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結果のまとめ

本年度の赤潮多発期における環境および植物プラソクトソの変動についての特徴をあげると概ね以下のと

おりである。

①気象面では4月の低温が特徴的であったが、それ以外は概ね平年並み前後で推移した。また、降水量

も4月、5月は少なかったものの調査期間中は概ね平年並みであった。それに伴い海象面でも水温は4

月から5月にかけて低温であった後、6月以降は平年並みから高め傾向であった。塩分は7月に降水の

影響でかなり低かった以外は平年並みから高め傾向であった。また、本年は貧酸素水塊の形成は比較的

弱かったと考えられた。

②栄養塩の変化を見ると、表層ではDIN.DIPとも降水の影響を受けたと思われる7月と、プラソクト

ソの増殖がほとんど見られなくなった10月、11月に濃度の上昇が見られた。底層では、DINが7月に若

干の上昇が見られたものの概ね安定していた一方で、DIPは変動が大きく濃度も高い傾向にあった。こ

れを層別調査を行った大阪湾奥、中部、南部の3点で見ると、DIN，DIPとも中、南部の定点では表層

から底層までの差が小さく濃度も低い傾向が見られたが、湾奥の定点では各層の濃度の差、変動とも大

きかった。

③植物プラソクトソでは調査期間全般にわたって大阪湾で例年優勢である珪藻類、特に4月、5月、9

月はS､cひSm如加が、8月は〃α北zssiosiraspv.が細胞数において優勢であった。ただし、S.costα伽"は前

半の4月、5月は湾奥で、後半の9月には湾中部から南部で主に発生していた。一方、その他では6月

に渦鞭毛藻類のP.mifutn況沈が湾奥のSt.9において赤潮を形成し、また、繊毛虫類のM.剛伽""が8月

に赤潮の構成種となっていた。

一羽一



6．赤潮対策技術開発試験

(瀬戸内海東部海域赤潮広域共同調査）

中嶋 昌 紀

この調査は、シャットネラ赤潮の初期発生機構を解明するため、瀬戸内海東部海域の水塊構造および水境

の動きとシャットネラ赤潮の関係を調査するもので、水産庁の委託により岡山県、兵庫県、徳島県、香川県

などと共同で、平成6年度より実施している。本府ではこのうち大阪湾と紀伊水道との水塊分布の変動を托

握するため、大阪湾中央部から紀伊水道北部にかけての海域で得られた水温・塩分資料の解析を行った。

解析資料

解析には図1に示す大阪湾中央部から紀伊水道北部

にかけての観測線（9定点、OS1～9)におけるCI

Dの水温・塩分データを用いた。調査は1996年7月に

4回、8月に5回、9月に1回、計10回行われた。

兵庫県‐、

参ロ、""⑳こ参ロ、""z'‘ロ

大阪湾目

参ロ、""z'‘ロ

大阪湾目播磨測

OS1

OS2

OS3

OS1

OS2

OS3

鈴

大阪原

鈴

大阪原解析結果

各観測時の水温、塩分、密度の鉛直断面図を図2－

1～10に示した。紀伊水道水の影響を受けた高塩分水

の目安として塩分33psuの線を強調した。また、T－

Sダイアグラムを図3－1～2に示した。図中には大

阪湾の中底層に孤立した水塊が見られる場合に、それ

を丸で囲んだ。

観測期間を通じての特徴としては、鉛直的には海峡

部に近いos1^oseでよく鉛直混合し、それ以外で

は成層が見られる。水平的には、上中層の水温は大阪

〃〃OS4OS4

〆｡s，
｡『~区
)S7

S5

OS6
淡路島

Ｎ
ｉ
ユ
ー
‐

Ｎ
ｉ
ユ
ー
‐

OS

ウ OS，

和歌山関和歌山関

1 1

010km

11

010km

紀伊水道

■一 四 ダ 戸 グ マゾU‐一旬画一一U〃の‐8脚己己一■一℃‐一ロダローーク寺や…■ー〆、8－

図1定点図
湾と紀伊水道であまり差は見られないが、塩分は大阪

湾の方が低く、紀伊水道で高い。紀伊水道の深いところには塩分34psuを超える、低温、高塩分水が見られ

る。上中層の水温成層は8月19日以降は弱くなった。密度は塩分の分布と似ていて、大阪湾で軽く、紀伊水

道で重い。

紀淡海峡の強い潮流で混合した水は、大阪湾の底層水より重いことが知られ、今回の結果にも明瞭に見ら

れている。そこで大阪湾と紀伊水道の海水交換の目安として、大阪湾底層への高塩分水の侵入を見ていく。

7月1日にはOS1～OS3の底層に、OS4～OS9と異なる低塩分水が存在していたのが、7月12日には33

psuの水がOS1まで達していて、その差は明瞭ではなくなったが、7月15日にはOS1～OSSに低塩分水が

見られた。8月16日に台風9612号の影響で強風が吹いたため、8月19日には全域の上中層は混合したが、O

S1からOS3には低塩分水が存在した。8月26日にはT－S図からもわかるように再び高塩分水が侵入し

た。その後、8月30日と9月2日にはOS1～OSS,OS1～OS2で低塩分水が見られた。

以上のことから、7月1日から7月12日の間と、8月19日から8月26日の間には大阪湾と紀伊水道で目立っ

た海水交換があったと考えられた。
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7．生物モニタリング調査（漁場環境保全対策事業）

鍋島靖信・日下部敬之・大美博昭

この調査は水産庁の漁場環境保全対策事業の一環として、大阪湾のベソトスや藻場などを指標とし、漁場

環境の変化を長期的にモニタリソグすることを目的として1990年から継続的に実施している。

1、ベントス調査

1）調査時期及び調査定点

調査時期：1996年5月14日と10月22日

の2回行った。

調査定点：本年度は継続的に調査を行

う標準定点5定点(St.1～5)と、これ

以外に必要に応じて調査を行う準定点3

点(St.6～8の計8定点（図1)で

調査を行った。

2）調査方法

スミス・マッキソタイヤ型採泥器によっ

て採取した底泥を、1mm目のふるいで節

分けし、ふるいに残った生物を10％中性

135.E 135.20.E

奮蓋萱翰葺
神戸市

■■

=託.5ヶ、34.40.¥明石市34.40.N、明石市

St.も4播磨澱播磨澱

鯨
》熱熱＃２

訓
涜
ロ潟

●：定点●：定点

－

01020粒

刀 陰けし、ふるいに残っ7こ王物をlW6甲性

ホルマリソで固定した。これらを査定し、図1．生物モニタリング調査マクロベントス採集定点

種ごとに個体数と湿重量を計数・測定し、

エビ類、カニ類、端脚類とその他の甲殻類、巻貝と二枚貝、多毛類、クモヒトデ類とその他の疎皮動物、

その他の動物の10類型に分け、それぞれの生物量（個体数と重量）を求めた。また、シズクガイ、チヨ

ノハナガイ、ヨツバネスピオの3種と、近年大発生し漁業の操業に支障をきたしているホトトギスガイ

を生物指標種として、その動向に注意するため、個体数と重量を測定した。なお、採泥時には天候、気

温、水温、泥温、泥色、においを観察し、粒度組成と全硫化物、CODの分析を行った。

3）結果

調査定点の底質環境測定値を表1に、全硫化物とCOD、微細泥率(0.063mm以下）を図2に示した。

全硫化物は5月に淀川河口沖のSt､5が0.69と高いほかは、空港島岸側のSt､2が0.40と高かった。10

月には5月同様に大和川河口沖のSt､8と淀川河口沖のSt､5が0.60～0.53と高くなっていた。

CODは5月と10月ともに湾奥部の淀川河口沖のSt､5と大和川河口沖のSt.8でやや高かった。

微細泥率は5月と10月ともに湾奥沿岸に高い定点がみられ、10月には空港島岸側でやや高くなってい

た。

マクロベソトスの動物群別生物量を表2に、マクロベソトスの出現状況を表3に、生物指標種のシズ

クガイ、チヨノハナガイ、ヨツバネスピオ、ホトトギスガイの分布を図3に示した。

シズクガイは5月に湾中央のSt.3と大和川河口沖のSt.8と、泉大津沖のSt､4で各1個体が出現し

たのみで、10月にも空港島岸側のSt.2で2個体が出現したのみで、昨年より減少した。

チヨノハナガイは5月に泉大津沖のSt､4で2個体が出現したのみで、10月には全く出現しなかった。
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表1（1）調査定点の底質環境

IQQfi年月月14日

8
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5.14
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12:4$
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12．2

底
質
粒
度
組
成

青
な

緑灰

し

０
０
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(％｝
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表1（2）調査定点の底質環境

1996年10月22日
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表2調査点におけるマクロベントスの動物群別生物量

マクロペソトス(1)1捌年5月14日天気:はれ風:強風気温:18.8℃採泥器:スミスーマッキソタイヤ採泥器0.1㎡）
平均

扉団扇悪類型区分
－

甲
感
謬

－

２
ｌ
８
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５
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ｌ
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表3（1）調査定点におけるマクロベントスの出現状況
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表3（2）調査定点におけるマクロベントスの出現状況
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シズクガイとチヨノハナガイはモニタリング調査定点の採集物中には少なかったが、底びき網にはホ

トトギスガイなどと共に多量に入網し、底魚類の胃内容物中にもよく出現した。

ヨツバネスピオは5月に堺港沖のSt.8に114個体、淀川河口沖ST.5と泉大津沖St.4で71～73個体

が出現し、10月は淀川河口沖のSt.5～貝塚沖のSt.7で279～59個体と、5月より増加した。

ホトトギスガイは昨年（1995年）5月には泉大津沖～淡輪沖のSt.2．4．6．7で、10月には空港

島岸側～淡輪のSt､2．6で出現していたが、1996年は5月に淡輪沖のSt.6で487個体、10月に156個体

が観察され、北部で減少し、主分布域が南に下がっている。

生物多様度(rf)は5月には湾口の谷川沖St.l～湾中央St.3で高く、湾奥部淀川沖St.5とホトト

ギスガイが優占する淡輪沖St､6で低くなっている。10月にもほぼ同様であるが、泉佐野沖St､2が低く

なり、全定点で多様度は春季に比較して低下している。

2．藻場調査

1）調査時期及び調査海域

調査時期：ガラモの繁茂期の5月7日と衰退期の10月12日の2回行った。

調査海域：大阪府泉南郡岬町長崎のガラモ藻場（図4）を対象とした。

2）調査方法

本年春季の調査には水産課が行った漁港調査の航空写真を利用し、藻場全体の面積を把握するととも

に、ガラモ場面積については現場で船外機付きポートを使用し、藻場の分布面積と生育状況を調査した。

ガラモの生育密度については図5に示した5段階表示に従って目視判定し、そのほか生育水深（藻場の

最深部と最浅部の水深）、調査時の天候、水温、塩分等を測定した。藻場面積は藻場の沖だし距離を2．

5万分の1の地形図に記録し、計算した。生育水深は潮位表を用いてOP(大阪湾最低潮位)に換算した。

3）結果

藻場調査時の天候、水温、塩分、生育密度、生育水深を表4に、ガラモの分布域を図6に示した。調

査した長崎海岸地先は大阪府の自然海浜保全地区に指定されている岩礁地帯で、淡輪漁協と深日漁協の

刺網、定置網、たこつぼ、篭網、一本釣りの漁場として利用され、また一般府民の磯遊びや釣りに周年

利用されている。

本年も繁茂期の5月にシダモクが海岸沿いに10～100mの幅で断続的に生育し、当該海域のガラモ場

面積は6.1ha，平均生育密度は2.9(疎生）で、生育水深はOP-lSOcm～-480cmの範囲で、最も繁茂し

ている水深は約OP-250cmであった。調査海面には広い範囲に密に生育する群落が散在し、海面に藻体

がたなびき、長い藻体は4mに及んだ。また、ウミトラノオやタマハハキモクはシダモクが生育してい

る場所より陸側に分布していた。ホソダワラ類の生育していない岩にはワカメ、カジメ、フダラク、マ

クサなどが多くみられ、ガラモ場の東端（岬公園観光灯台下）と中央部西側（長崎）、南西端（深日港

北外堤防前）にはカジメとワカメの藻場がみられた。本年は航空写真からの藻場の陰影を参考にして藻

場面積を求めたことと、ガラモ場がやや拡大したことにより、例年より面積が大きくなった。

衰退期の10月にはシダモクは単年生の海藻であるため、夏季までに大きく成長した藻体は流失し、海

底の岩上にはシダモクの幼芽がみられた。
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生育密度点数化の基準
一
一
・
軍

１
１

■て

点 生1疎生2密生3濃生4農密生5
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生育密度は上記の5段階により区分し、生育密度

目視地点(10点）の平均点で表す。

図5ガラモの生育密度区分
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〔繁茂期〕
シダモク、タマハハキモク、ウミトラノオ、イリモク図4藻場調査位置

表4藻場調査結果

長崎地先ガラモ場
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8．漁況調査

石渡卓・辻野耕責・鍋島靖信・日下部敬之・大美博昭

府下の海面漁業における漁獲状況を把握するため、組合統計や標本船日誌調査、市場調査の結果を用い、

主要魚種について毎月の漁獲量を調査し、関係機関に通知した。

調査方法及び1996年の概況

調査対象漁業種類と調査地区、調査方法を表1に示す。漁業種類別、魚種別漁獲量の推移を図1～4，付

表－6に示す。月毎の漁獲量は、巾着網では標本船、機船船びき網（パッチ網）では標本組合の1ケ月間の

漁獲量（トソ）であり、その他の漁業種類はそれぞれの標本船、標本組合の1隻1日当たりの漁獲量kg)

である。

【巾着網】本報9．浮魚類資源調査を参照

【機船船びき網】本報9．浮魚類資源調査を参照

【さわら流刺網】本報9．浮魚類資源調査を参照

【あなごかご網】

･マアナゴの漁獲は、1月から4月まで前年並、5月から7月は前年を上回った。8月12日から9月13日

の間は禁漁で、解禁後は前年を大きく下回る漁獲であった。年間を通じては、ほぼ前年並みの漁獲であっ

たが、全般に不振傾向にある（図1,D-6)。

【かれC,刺網】

･マコガレイの漁獲は、極端に不振であった前年を上回り、1～6月は平年並みとなった。例年夏から11

月まではほとんど出漁せず、12月の出漁で多く漁獲しているが、本年の12月に標本船は出漁していない。

年間を通じ漁は全般に低調であった（図2,E-7)。

【すずき刺網】本報12．資源管理型漁業推進総合対策事業、II沿岸特定重要資源調査を参照

【小型底びき網】本報10．底魚類資源調査を参照

表1調査対象漁業種類と調査地区、調査方法

漁業種類 調査地区 調査方法
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中部地区

南部地区

中部地区

組合統計

組合統計

標本船

標本船

市場調査

標本船
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9．浮魚類資源調査

辻野耕責・榊昭彦・山本圭吾

この調査は浮魚類の漁況予報に必要な資料を収集するとともに、浮魚類の長期的な資源および漁場の動向

把握を目的として、前年に引続き実施した。

なお、この調査は「我が国周辺漁業資源調査」および「資源管理型漁海況予測技術開発試験」等の結果の

一部を取りまとめたものである。

調査方法

漁獲調査および卵稚仔調査については、我が国周辺漁業資源調査実施要領等に準じた。また、漁場目視調

査は巾着網、パッチ網の操業海域および操業統数を調査船より目視で観察した。

調査結果

調査結果は、表1浮魚類漁獲調査結果、表2シラスの混獲尾数と平均全長、表3主要浮魚類の体長組成、

表4カタクチイワシ卵の出現数および図1パッチ網、巾着網の操業海域と統数に示したが、その概要は以下

のとおりである。

1．漁獲量

￥1）主要浮魚類（サワラ、イワシシラスを除く）

巾着網標本船の平成8年における総漁獲量は3,091.0tで、前年の76.4%、平年の64.8%と、前年、

平年を大きく下回った。また、本年は1網当たりの漁獲量も平年を大きく下回り、大阪湾での魚群密度

が低かったことが推測される。巾着網での漁獲物中、最も多かったのは前年に引き続きコノシロで、全

体の61.1％を占める。次いでマイワシ(同17.9％)、サバ類(同11.4％)、マアジ(同7.1％)であった。

魚種別には、コノシロは前年を大きく下回ったものの、平年を大きく上回っている。マイワシはほぼ

前年並ではあるが、平年と比べて極めて少ない。カタクチイワシはほとんど漁獲されず、極めて低調で

あった。マアジは巾着網では好漁であった前年をさらに上回ったが、板びき網では豊漁であった前年を

大きく下回り、ほぼ平年並にとどまった。月別には巾着網は10月に、板びぎ網では11,12月に多獲され

た。漁獲物は大部分が0歳魚で、前年(平年と比較して1歳魚の漁獲割合が高かった)と異なる。サバ類

は前年、平年を大きく上回り好漁であった。

2）サワラ

流し網標本船の平成8年におけるサワラの漁獲尾数と漁獲重量は407尾、1,163.4kgで、前年の40.6%

（尾数)、60.6%(重量)、平年の28.3%(尾数)、47.4%(重量)と、漁獲尾数、重量ともに前年、平年を大

きく下回った。時季別には秋季サワラの減少が著しい。なお、漁獲尾数よりも漁獲重量の減少割合の低

い原因として、近年新規加入群が少ないため、特に春漁期に大型個体の割合が高くなっていることがあ

げられる。

3）シラス（イワシシラス）

大阪府の南部に位置する漁業協同組合における平成8年のシラス漁獲量は230.0tで、平年の61.6%、

前年の144.6％と、不漁であった前年を上回ったが、平年を大きく下回っている。時季別には本年は春、

夏季発生群は好漁であったが、秋季発生群は近年の傾向と同様不漁であった。春、夏季発生群の好漁の
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原因は、1.春季の外海域でのカタクチイワシの産卵量が多かったこと、2.春、夏季の黒潮が室戸岬～潟

岬沖で接岸傾向を持続したため、外海域からのシラス補給が順調であったこと、3.大阪湾内での6，7

月のカタクチイワシの産卵量が多く、大阪湾でのシラス補給量も多かったことによるものと推察される。

魚種別には漁期初めの4月上旬には漁獲物の大部分はマシラスであったが、4月下旬以降はカタクチシ
ラス主体の漁となった。

2．漁場目視調査

巾着網は調査期間中に7回視認された。8，9月の5回はいずれも岸和田市以北の湾北部域であったが、

10月以降は泉佐野～阪南市地先で視認され、漁場の南下傾向がみられた。パッチ網は3月および4月初め

には湾中央部域でイカナゴを漁獲していたが、その後漁獲対象はシラスに代わり、4月下旬～5月中旬ま

では湾南部域が主漁場となった。5月下旬になると漁場は湾北部域まで拡大し、湾奥部でも操業している

漁船がみられるようになった。このパッチ網漁場の湾南部域から北部域への拡大すなわちシラス魚群の湾

奥部への来遊は前年とほぼ同時期にみられたo6月以降は漁場は一定せず、広い海域での操業がみられた

が、10月下旬以降は湾中央部～南部域で主に漁場が形成された。

3．卵稚仔調査

平成8年のカタクチイワシ卵の採集数は前年の2.8倍、平年の1.3倍と、前年を大きく上回り、ほぼ平年

並となった。特に6、7月の卵の採集数が多く、既述の夏季シラス漁の好漁の原因となった。卵の出現は

湾奥部で多く、水平的な出現パターソは例年どおりであった。

表1浮魚類漁獲調査結果
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※平年値はH師］健年から7年までの9ヶ

年の平均値

※平年値は昭和51年から平成7年までの20ケ年α

平均値
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出漁日数 投網回敷 マイワシ カタクチイワシ コノシに サバ類 マアジ マルア， その他 合計 1日当り

8

６
５
８

１
１
１

９
７

73

74

訂
賂
弱
弱
弱
、

１
１
１

５

㈹
㈹
㈹
㈹
卯
０
㈹

５
４
１
８
９
７

８
０
０
３
３

２
０
１
１
５

１
４
５

3,000

1,200

4,200

０
０
０
０
０
０
０

加
卯
側
卵
卯
釦
帥

９
７
９
４
３
５
９

鴫
調
〃
的
吃
過
閉１

知
“
恥
皿
伽
咽
皿

９
２
４
５
０
８
１

９
９
０
３
１
５

１

３

0

㈹
㈹
㈹
㈹
㈹
㈹

４
４
７
４
６
５

１
１
，
，

１
３
３
０
９

１
４
４
２
１

１

２

０
０

㈹
０
０
０
卯

２
２

１

１

伽
伽
伽
伽
伽
伽
伽

５
０
１
０
０
９
５

１
ｎ
羽
７
６
２
１
１
７

Ⅸ
Ⅸ
Ⅸ
Ⅸ
Ⅸ
Ⅸ
Ⅸ

１
１
７
３
８
０
０

，
，
，
，
，
，
，

麺
恥
砲
地
理
睡
哩３

37,388

50,819

44,113

53,572

20,533

24,000

42,342

１
４
８
７

695

472

弱3,7卯

2,674,73】

291,70C

1,231,81］

2,838,700

665,036

69,50（

146,328

144,600

33,868

13,2帥

7,5妬

124,3Ⅸ

12,54（

4,045,7Ⅸ

4，771，91〔

49,947

64,413

着業統数 廷ぺ出漁日数 漁獲量

０
０
０
５
５
５
５
０
４
１
１
０
５－

０
０
０

29

1伽

７
７
６
８

（

10

４
１
１

298

0

0

0

12,970

101,7卯

49,260

59,300

0

5，830

720

l40

C

230,01C

0－〔

I■■■■■

305

l■■■■■

159,1脳

373,664



表2シラスの混獲尾数と平均全長

－

9.15採集日

全個体§ 18(
－

d

qマ シラス

カタクチシラス

ウルメツラス

マシラス

カタクチシラス

ウルメシラス

180

（
I■■■■■■■■■■■■■■■■■■

q■■■

31.7

ー

－

＊上段は混獲尾数(尾)、下段は平均全長(mm

表3主要浮魚類の体長組成

(マイワシ） (ｶﾀｸﾁｲﾜｼ)(ﾏｧジ） (ﾏｻバ） (ｻﾜﾗ）

7．259．6

春木春木
巾着網巾着網

6354

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

佳
木
皿
一
一
一
一
一
一
一
一
一
《
Ｕ
Ｐ
Ｏ
ｎ
Ｕ
Ｆ
Ｏ
《
Ｕ
Ｆ
Ｏ
伽
Ｕ
Ｆ
Ｏ
ｎ
Ｕ
Ｆ
Ｏ

採
場
漁
尾
５
５
６
６
７
７
８
８
９
９

１
２
５
９
３
３
１

１
１
１

１
４
７
８
１
７
３
２

１
１
１

体長測定場所

マイワシ、カタクチイワシ：標準体長
マアジ、マサバ、サワラ：尾叉長

－
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4.5

734

4.6

532

4.23

122

5.7

359

5.1〔

325

5．1'

331

5．16

187

5.17

322

5.20

31/

5.27

311

5.27

205

6.6

333

e.r

21（

6.27

21C

7.12

22（

7.25

276

9．15

190

69（

44

51（

14 120

59

300

0

37

288

0

58

270

4

27

16C

（

β
：

30［

12

30（ 309 200

0

333

0

0

211

（

0

21C 22（ 276

0

190

0

21.4

20.8

ー

22.2

21.6

-

25.5

24.6

ー

24.（

23.1

一

25.4

24.1

一

23.7

24.8

21.9

24.9

24.6

■ ■ ■ ■ ■

24.0

22.2

23.0

25.8

23.8

21.9

24.1

21.9

23.3

－

１
２
●
●

別
〃

ー

22.］

'■■■■

ー

24.2

I■■■

a■■■■

23.7

'■■■■

一

26.7

ー

ﾛ■■■

31.9

－

■■■■

24.（

ー

10．7

春木
巾着網

011

9.1〔

ホ
着罷
141

春
巾

馴
亦
瀧
噸

■
】
■
■

着
看
巾

班
木
鋸
班

Ｚ
一
君
１

看
肺

11．11

春木
巾着網

201

2510.27

木春木
網巾着網
91110

7

着
春
巾

岨
木
網
帥

7

着
春
巾

１
７
５
２
１
５

２
８
６
２ d

Q

14

１
４
６
３
３
７
６

１
１
１
１

ｆ
ｆ
ｌ
12

26

１
１
：

3i

2（

■
』
■
■

Ｐ
１
〃
０
Ｆ
四
四
Ｊ
例
日
．

２
４
２

一
■
■
■
一
■
■
■
ｌ
Ｉ
ｌ
ｑ
．
ｑ
１
１
１
１
■

４
３
１
１
１

30

10

７
１
３
１
１

４
５
５
３
９
０
６
８
７
１

１
２
１
１
１
１

勺
０
Ｊ
円
Ｊ
Ｏ
Ｆ
閉
Ｕ
ｎ
引
凹
４
列
制
、
〃
＆
４
列
誼

勺
Ⅱ
上

〃
Ｌ
Ｑ
ｆ
Ｊ
Ｌ
〃
助
ｐ
Ｌ
引
１
Ｊ
ｒ
ｑ
Ｌ
Ｆ
Ｐ
Ｌ
ｒ
ｊ
＆

１
２
３
１

６
７
５
２
２
１

３
２
１
１：



表4カタクチイワシ卵の出現数

点

計
１
２
３

１
２
３
４
５
６
７
８
９
Ⅲ
ｕ
吻
過
Ｍ
妬
陥
Ⅳ
肥
廻
別
合
撫
紳
鴨

定
－

合 計

５
７

26

］

０
０
２

１
１
７

231

127

86

4

422

測
託
Ⅸ
証
弧
晶
巧
任
釦

１
３
５
６
１
１
０

７

，

１
４

16．8

6．1

13．0

*1H8年の1定点当たりの採集数、*2同前年値、*3同平年値(S47-H7]
※卵の調査定点は浅海定線調査と同じ
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1ノ 2 I 3ノ 4 児 5鵬 6侭 7月 8月 9月 10月 11月 12月

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

２
１
１
０
２
３
４
３
４
１
０
１
０
23

8

０
４
６
０
２
５

３
１
０

２
３

０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
２
3（

（

正
唖3

1,370

0

32

39

30

1,890

毎
コ
』
仮
〃
凸
Ｆ
幽
哩
病
Ⅱ
し
編
ノ
ム
編
〃
凸
硯
〃
坐
４
如
司20

97

83

２
１
２

38

97

111

1C

０
２
６

72

1,087

〃
１
、
ｒ
４
ｆ

10

Ｐ
Ⅱ
Ｌ
ｒ
ｊ
ｆ
ｊ
訓
弓

49

21

Ｐ
歩
」
ｒ
〃
今
Ｐ
Ｉ
Ｌ
炉
Ｉ
Ｌ
『
０
４
勺
Ⅱ
凸
グ
ザ
Ｌ
涙
４
８
が
Ⅱ
、

10

く
ｆ
●

129

〃
Ｈ
Ｌ
ｒ
〃
今
宍
４
０
可
Ⅱ
』
ｊ
四
コ
『
Ⅱ
』

17

ゲ
ロ
』

20

０
０
４

168

225

7

21

伝
・
し
Ｆ
Ｌ
』

０
９
１

７
３
０6

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
２
０
２
０
４

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
３
１
０
０
１
０
０
０
５

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

ｔ
く

0．0

０
０
０

０
０

0.（

０
１
０

（

（

15.3

10.9

23.5

94.5

9.］

46.9

54.4

34.5

16.5

6．5

0．8

33．8

30.］

16.（

28.（

２
６
４

●
●
●

０
０
５

３
３
３

●
●
●

０
０
１

０
０
０

０
０



1コrE 135E

脆ﾉI耐 加古ﾉI耐

神戸、 神戸巾

一 一

＝－諒 ＝－諺34."･脚、畷石市34."･脚、畷石市 "40."̂ 明石『ﾛ"40.00、明石『ﾛ

′ '
一
一
一
一

.､額．
/潮/潮

邑
康
ご
託
亜

瀞 雲:評”
泉佐野市

認部

泉南市 泉南市■
■
■
一
■
■
昼
｜
『
》
｜
ｎ

脚
■
■
■
一
■
■
昼
｜
『
》
｜
ｎ

脚胸ﾛ（
。．4.20.N

岬町岬町 砺刑砺刑

H8.3．1

ー

0 1 0

H8.3．19

J

0 10 20km

一
島

Ｊ
耐
一
島

Ｊ
耐

H8.4.1
－

0 10

H8.4.1
率

01o2ok m

》
島

Ｊ
肺
》
島

Ｊ
肺

1．庁E 13庁E

皿古ﾉI価姐古ﾉln

神戸巾

一

＝－毒sr40'M̂s.明石『ﾛ3"40.N、明石『ﾛ 3r40'Ĥ-v明石両

'

隻欝”
泉脇、

酪罰酪罰酪罰 津名罰津名罰

亀趣
、

3

亀趣
、

3

泉南巾 噂・

・・謬
●●

洲体市1
．34．20．N

洲体市1
．34．20．N

洲体市1
．34．20．N 綱.｛綱.｛

剛剛 照、

》
島

Ｊ
肺
》
島

Ｊ
肺

H8.4.22
J

01020k m

H8.4.2
一

0 1 0

》
島

ゾ
肺

H8.4.23

01020km

135E13庁E

、古川市朋古川而

神戸巾炉、

一

一

＝－諺34.40*Ĥv明石市34.40.N、明石市
34．40‐N34．40‐N

＝－毒8肥『ロ8肥『ロ

''

雪欝”
泉佐野市

隻静”
泉佐野巾

漣別漣別漣別連名認連名認

●〃
●●●●

啄

曹.誉

●〃
●●●●

啄

曹.誉
胸
へ
淵

泉南市泉南町 ロ
ロ
”
一
口
言
一
色
ｐ
Ｈ

伽
》

ロ
ロ
”
一
口
言
一
色
ｐ
Ｈ

伽
》

ロ
ロ
”
一
口
言
一
色
ｐ
Ｈ

伽
》

”ﾛ1
．34．20．N

”ﾛ1
．34．20．N

岬町岬町

リ窯リ窯
H8.5.14

01020km

H8.5.1
－

010

》
島

Ｊ
功
》
島

Ｊ
功

ハH8.5.7
ー

010

図1パッチ網、巾着網の操業海域と統数
・パッチ網○巾着網1点が1統を表わす。

－66－



1コ庁E 13ぼE

皿古ﾉI価 加古川南

神戸町

一

＝－涼"40.'0、明石rﾛ"40.'0、明石rﾛ 34'40-M"-s.明石『ﾛ
炉

'

i鱒Ⅲ
郷郷 艶罰

1
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浄

1

面〆

浄
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－
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島

Ｊ
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島

Ｊ
師
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島

〃
肺

l36E13庁E
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岬而

一
一
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一
一
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一
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三
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一
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島

Ｊ
肺

》
島

Ｊ
節
》
島

Ｊ
節
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一
一
〔
三
必
〉
ロ
●
》
Ｌ
、
昨
ｌ
●
●
●
●
一
・

一隙
．
》
，

一

戸一諺 34.40.N、明ﾓ浦34.40.N、明ﾓ浦"40.M̂ v妬『ﾛ"40.N、妬『ﾛ

一
一
一
ケ

r■
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鐘評”
泉佐野市
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酪瓢酪瓢潮潮

釘
や
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釘
や
く

呼
凄●

髭
呼
凄●
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泉南応

泉南両
淋巾l
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一
口
ロ
込
一
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ｅ

伽
郵
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一
口
ロ
込
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Ｎ

ｅ

伽
郵
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E
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一
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島

Ｊ
肺
一
島

Ｊ
肺

H8.6.24

三

0…1020km

H8.6.2

一

0 … 1 0
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Ｊ
肺
》
島

Ｊ
肺

図1パッチ網、巾着網の操業海域と統数（続き）
・パッチ網○巾着網1点が1統を表わす。
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図1パッチ網、巾着網の操業海域と統数（続き）
・パッチ網○巾着網1点が1統を表わす。
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図1パッチ網、巾着網の操業海域と統数（続き）
・パッチ網○巾着網1点が1統を表わす。
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図1パッチ網､巾着網の操業海域と統数（続き）
・パッチ網○巾着網1点が1統を表わす。
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